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この文書を読む時間の目安は 8分です 

この文書の内容 

以下の手順では、LinkedInラーニングと Saba LMSの詳細統合プロセスについて説明しま

す。 

 

1. SAML SSO を設定します (サードパーティの IdP または LTI を使用)。 

 

 

 

2. コンテンツカタログ同期用の LinkedIn ラーニング API キーのプロビジョニ

ングを行い、Saba コンテンツコネクターを設定します。  

 

 

3. Saba で LinkedIn ラーニングコンテンツを管理します。  

 

 



 

 

 

4. Saba および LinkedIn ラーニングで  

xAPI 受講者レポートを設定します。  

 

 

 

 

 

5.  以上で操作は完了です。受講者は、Saba インスタンスを使用して 

LinkedIn ラーニングコンテンツとレポートにアクセスできるようになりました。  

 

Saba 詳細統合の機能性 

認証: SAML SSO IDプロバイダー、LTI 

レポート: xAPI 

コンテンツ検索: 自動カタログ同期 (すべての言語) 

必須条件: 

• アクティブな Saba LMSインスタンス 

• アクティブな LinkedInラーニングアカウント 

• LinkedInラーニングの管理者権限 

• Saba LMSインスタンスの管理者権限 

• LinkedInラーニングコネクターのための Sabaライセンス 

統合の概要 



Sabaの統合のメリットと機能については、こちらをクリックしてください。 

SSO (シングルサインオン) 

LinkedInラーニングは、初期設定時に、シングルサインオン (SSO) の安全な接続を確立し

て、コンテンツへのシームレスで安全なアクセスを実現するように設定できます。SSO認証に

より、手動のユーザー登録が不要になるため、ユーザーと管理者の負担が軽減されます。SSO

を使用すると、受講者はコンテンツの視聴に多くの時間を費やすことができ、ユーザー名とパ

スワードを記憶する手間を省くことができます。  

• SAML SSO (推奨): あなたの組織が Azure AD、Okta、ADFSなどの SAML準

拠 IDプロバイダー (IdP) をお持ちである場合、それらのプロバイダーを設定し

て LinkedInラーニング認証を管理することができます。LinkedInラーニング

に受講者の仕事用メールアドレスを送信するように接続を設定する必要があるこ

とに注意してください。LinkedInラーニングにメールアドレスがリリースされ

ない場合、受講者アクティビティの追跡とレポートは Sabaで機能しません。設

定プロセスの詳細については、 SSO実装ガイドを参照してください。 

• LTI SSO:  あなたの組織が SAML準拠の IdPをお持ちでない場合、直接 LTIを

使用して認証を管理するように Sabaと LinkedInを設定できます。この場合、

受講者は Sabaからすべてのコンテンツを起動する必要があります。受講者は

LinkedInラーニングに直接アクセスできません。設定の詳細については、この

文書の付録の LTI認証の設定を参照してください。 

自動コンテンツカタログ同期 

LinkedInラーニングライブラリには数千ものコースがあります。毎週 25-30のコースが追加

され、追加料金はかかりません。これまで、コンテンツ検索プラットフォームの管理者は、定

期的に新しいコンテンツを手動でアップロードしていました。しかし、Sabaとの詳細統合で

は、LinkedInラーニング APIを使用して、毎日コンテンツライブラリを動的に更新します。

これにより、新しい LinkedInラーニングコンテンツがリリースされると、24時間以内に利用

できるようになります。 

https://www.linkedin.com/help/linkedin/answer/108681
https://docs.microsoft.com/en-us/linkedin/learning/sso-auth/sso-docs/sso-implementation
https://docs.microsoft.com/en-us/linkedin/learning/lms-integrations/integration-docs/saba#configure-lti-authentication


全コンテンツのタイトルと説明が収集され、インデックスが作成されるため、キーワード検索

に対応しており、効率的にコンテンツを見つけられます。Sabaは、すべての言語  のコンテン

ツライブラリの自動同期をサポートしています。 

設定 

LinkedIn ラーニングコンテンツ API キーのプロビジョニング 

LinkedInラーニングコンテンツ APIで認証を行うには、LinkedInラーニングの管理者設定で

OAuth 2.0キーをプロビジョニングする必要があります。キーのプロビジョニングは、次の手

順で行います。 

1. ログインした後、 [管理者] 画面にいない場合は、 [管理者ページ] を選択し、[プロ

フィール] > [統合] の順に選択します 。 

 

2. 左側のナビゲーションメニューから [API経由でコンテンツとレポートにアクセス] 

を選択します 。 

3.  [アプリケーションの追加] をクリックします。 



 

4. アプリケーション名として「Saba connector」を使用します。 

5. アプリケーションの説明フィールドに、統合のユースケースの簡単な説明を入力し

ます。例えば、「Saba詳細統合」などです。 

6.  [キーを選択] には、 [コンテンツ] と [レポート] の 2つのチェックボックスがあ

り、 [コンテンツ] を選択します。 

7.  [次へ]  をクリックして、「利用規約」に同意します。 



 

8. APIキーを生成したら、次のセクションで使用する  クライアント IDとクライアン

ト秘密キーを保存します。 

Saba コンテンツコネクターの設定 

このセクションでは、2つのシステム間のコンテンツの同期を可能にするために必要な手順を

確認します。続行する前に、 LinkedIn ラーニングアカウントに対して SSO が設定され、完

全に有効になっていることを確認してください。SSOの設定を完了する前にコンテンツの同期

を有効にすると、コースを開始できなくなります。 

1. 管理者として Sabaにログインします。 

2.  [Admin]  > [Marketplace] の順に進みます。 



 

3.  [LinkedIn Learning Connector]  を選択して、設定カードを起動します (以下を

参照)。 

SABA コンテンツコネクター設定  

Saba の

LinkedIn 

ラーニング 

フィールド  

(上記) 

説明 

クライアント

ID 

最後のセクションで取得した LinkedInラーニングクライアント IDの値。この値は、

LinkedInラーニングのコンテンツカタログ APIを介してコンテンツを同期するために使用

されます。 

クライアント 

秘密キー 

最後のセクションで取得した LinkedInラーニングクライアント秘密キーの値。この値は、

LinkedInラーニングのコンテンツカタログ APIを使用してコンテンツを同期するために使

用されます。 

コンシューマ

ーキーとコン

LTI認証のためのキー。LTIは、SAMLの代わりとなる認証です。組織で SAML SSO認証

を使用している場合は、両方のフィールドを空白にしておく必要があります。 



SABA コンテンツコネクター設定  

Saba の

LinkedIn 

ラーニング 

フィールド  

(上記) 

説明 

シューマー秘

密キー 

これらのフィールドに、LinkedInラーニングの APIキーをコピーして貼り付けないでくだ

さい。 

言語の 

インポート 

インポートする LinkedInラーニングロケールのリスト。英語ライブラリをインポートする

には、「en_US」と入力します。多言語ライブラリへのアクセスを購入し、すべての言語を

インポートする場合は、「en_US,es_ES,fr_FR,ja_JP,de_DE,pt_BR,zh_CN」と入力しま

す。注: 言語コードは、スペースは入れず、カンマでのみ区切ります。購入した言語がわか

らない場合は、LinkedInラーニングテクニカルコンサルタントまたはカスタマーサクセス

マネージャーにお問い合わせください 

ドメインの 

インポート 

これは、コンテンツ、クラス、およびコースを作成するドメインです。選択する値が不明な

場合は、Sabaのサポートにお問い合わせください。 



 

Saba フィールド 

(上記) 

説明 

アクティベーショ

ンキー 

統合を有効にするには、Sabaからコネクターサブスクリプションを購入する必要

があります。Sabaサポートまたは Sabaアカウントマネージャーに問い合わせて

購入してください。購入すると、このフィールドにはアクティベーションキーが自

動的に入ります。 



Saba フィールド 

(上記) 

説明 

プロフィール 

識別子 

2つのシステム間で受講者の完了を伝えるために使用されるフィールド。推奨され

るオプション: メールアドレス  

クライアント ID  最初のセクションで取得した Sabaクライアント IDの値。xAPI.レポーティングに

はこの値を使います。 

クライアント 

秘密キー 

 最初のセクションで取得した Sabaクライアント秘密キーの値。xAPI.レポーティ

ングにはこの値を使います。 

ドメインの 

インポート 

これは、コンテンツ、クラス、およびコースを作成するドメインです。選択する値

が不明な場合は、Sabaのサポートにお問い合わせください。 

Sabaユーザー Sabaクラウドのユーザー名を入力します。入力されたユーザー名は、インポート

されたコンテンツおよび作成されたWBTコースの所有者として設定されま

す。 [Create WBT Course in Saba] オプションが有効になっている場合は、有効

な Sabaクラウドのユーザー名を入力する必要があります。入力しない場合、WBT

の作成ステップは失敗します。 

コンテンツ 

フォルダー 

LinkedInコンテンツの同期先となるコンテンツリポジトリー内のフォルダー名を指

定します。 

キーワード コンテンツのキーワード。これらはコースのキーワードではありません。 

モバイルの互換性 モバイルデバイスでのコースの互換性を示します。 

推奨されるオプション: allDevices  

プレイヤー 

テンプレート 

Sabaは、このフィールドの値として「New Window Standard Template」 を使

用することを推奨しています。 注: LinkedInラーニングページは iFrameではレン

ダリングできません。 

Ad-hocトランス

クリプトの作成者 

有効な Sabaクラウドのユーザー名を入力します。ユーザー名は、スーパーユーザ

ーであるか、Sabaで Ad-hocトランスクリプトを作成する権限を持つユーザーの

ものである必要があります。このユーザー名を追加すると、Sabaはコース登録な

しで、完了したコースを「完了」とマークします。 



4. 必須フィールドに入力後、ページの下部にあるチェックボックスをオンにして、

Sabaの規約に同意します。 

5.  [Save] をクリックします。 

6. 設定を確認するには、コネクターモーダルを再度開き、[TEST] ボタンをクリック

します。 

7. テストにパスすると、コンテンツを同期できます。 [SYNC CONTENT] をクリック

します。 

 

同期ステータスの確認 

Sabaと LinkedInラーニングの同期が成功したかどうかは、次の手順に従って確認します。 

1. Saba管理者インターフェイスで  [System Admin] > [Manage Integrations] の

順に選択します。 



2. 「LINKEDIN_LEARNING_BULK_CONTENT_IMPORT」を見つけ、 [Monitor] を

選択します。 

3. ステータス列に「Completed」と表示されている場合は、コースの同期が完了して

います。[Completed] をクリックしてインポート統計を表示する

か、 [DOWNLOAD LOGS]  をクリックしてインポートの詳細を表示します。 

 

Saba での LinkedIn ラーニングコンテンツの管理 

Sabaで LinkedInラーニングコンテンツを管理するには、次の手順に従います。 

1. Saba管理者インターフェイスで 、[Learning] > [Manage Content] > [Content 

Library] の順に選択します。 

2.  [Production Repository]セクションで、コネクターの設定時に指定したコンテン

ツフォルダーを選択します。 

3. WBTを作成することを選択した場合は、「Manage Learning Catalog」の下に作

成したコースが表示されます。 

xAPI アクティビティトラッキングの設定 

xAPI受講者アクティビティトラッキングを設定するには、次の手順を実行します。 

1.  Saba管理インターフェイスで  [Marketplace] を選択してコネクター設定カード

に戻ります。 



2. 以下の手順 8で使用する Sabaのクライアント IDとクライアント秘密キーをコピ

ーします。       

3. LinkedInラーニングの管理者設定から、[プロフィール] > [統合] > [レポート統合

を設定] へと進みます。  

4.  [xAPIを設定]  セクションを展開します。 

5.  [統合を追加] をクリックします。 

 

6.  [統合名]  フィールドに、「Saba reporting」と入力します。 

7.  [ユーザータイプ]  フィールドで、「メール」を選択します。 

8.   上記の手順 2でコピーした値を  [クライアント ID]  フィールドと  [クライアント

秘密キー]  フィールドに貼り付けます。 

9.     OAuthおよびテナントサーバーの URLを構築するには、Sabaのベース URLを

検索し、ホスト名に「-api」を追加してから、次のパスを追加します。 

• ベース URL:  https://[sabacloud-tenant].sabacloud.com 

• APIベース URL:  https://[sabacloud-tenant]-api.sabacloud.com 

• OAuth URL:  https://[sabacloud-tenant]-api.sabacloud.com/v1/oauth2/token 

• テナント URL:  https://[sabacloud-tenant]-

api.sabacloud.com/v1/public/lrsapi/statements 



例えば、Sabaのベース URLが https://examplecompany.sabacloud.comの場合、OAuthおよ

びテナントサーバーの URLは次のようになります。 

• OAuth URL: https://examplecompany-api.sabacloud.com/v1/oauth2/token 

• テナント URL: https://examplecompany-

api.sabacloud.com/v1/public/lrsapi/statements 

値を生成したら、LinkedInラーニング管理者ページの該当フィールドに値を入力しま

す。 

10.  [有効にする] をクリックします。 

 

これで、LinkedInラーニングで Saba xAPIキーが有効になりました。 



 

付録 

LTI 認証の設定 

受講者認証に LTI SSOを使用したい場合は、次の手順に従って、LinkedInラーニングでキー

のプロビジョニングを行います。 

1. LinkedInラーニングの管理者設定のナビゲーションヘッダーより、 [プロフィー

ル] > [認証] の順に選択します。 

 

2.  [シングルサインオンの設定] セクションで、 [新規 SSOを追加] > [LTI] の順に選

択します。 



 

3.  [LTI SSOでユーザーを認証] ウィンドウで、 [SP起点のリダイレクト URL]  フィ

ールドに次の URLを入力します。 

https://[sabacloudtenant].sabacloud.com/Saba/ltiauthentication.jsp?vendor=lil 

 

4.  [キーを生成する] をクリックします。 [Sabaコンテンツコネクターの設定] セク

ションで参照できるよう、コンシューマーキーとコンシューマー秘密キーの値を保

存します。 

5.  [保存]  をクリックして、接続ステータスを「有効」に設定します。 



 

コース修了のトラブルシューティング 

修了の通知を Sabaに送信するには、次の条件を満たしている必要があります。   

• 受講者の Sabaメールアドレスは、ユーザーの LinkedInラーニングのメールア

ドレスと一致している必要があります。Sabaで同じ電子メールに複数のユーザ

ーが設定されている場合、完了の処理ができません。 

• 修了したコースは Sabaカタログにインポートする必要があります。Sabaで作

成されていないコースのアクティビティを表示するには、Sabaの Discovery 

Extensionを購入します。Discoveryの詳細については、Sabaにお問い合わせ

ください。購入後、 [Profile] > [Activity] > [Saba Discovery] で個々の受講

者のアクティビティを見つけることができます。 

• 受講者は、コースを完全に修了している必要があります。LinkedInラーニング

でコースの修了を確認するには、[視聴中のコース] > [学習履歴] を選択し、完

了日を確認します。 



 

上記の 3条件が満たされている場合、専任のテクニカルコンサルタントに以下の情報を提供し

てください。 

• ユーザーのメールアドレス 

• 完了したコースの名前 

• コースが完了した日付 

以上で操作は完了です。受講者は、Saba LMS インスタンスから LinkedIn ラーニングのコ

ンテンツやレポートにアクセスできるようになりました。 

お問い合わせ 



さらに技術的なサポートが必要な場合は、Sabaのカスタマーサポートにお問い合わせくださ

い。(Saba の技術サポートを受けるには、Saba のメンバーとしての登録が必要です)。 

LinkedInラーニングの設定に関するご意見・ご質問については、専任のカスタマーサクセスマ

ネージャーにお問い合わせください。 

https://support.saba.com/s/login/?startURL=%2Fs%2F&ec=302
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